
































































































（6）EGF陽性率は、DNA ploidy pattrenでは、diploid pattern、aneuploid pattern、
mosaic patternの順に増加傾向を示したが、統計学的有意差は得られなかった。
以上の実験結果により、EGPRは食道癌発生の比較的早い段階から発現され、癌発生初期に
おける細胞増殖にかかわっている可能性を示唆させるのに対し、EGFは食道癌の進展に伴って
次第にその発現が、増強されていくものと考えられた。さらに、予後との相関より、EGF－reCeptOr
とEGFの相互発現が、食道癌の予後因子になりうることが示された。DNA ploidypatternと
の関連においては統計学的な有意差は認められなかったものの、EGFの発現とDNA量の変異
とが相関している可能性が示された。
以上、本研究は食道癌の進展増殖に関して、EGF／EGFR系のparacrin甲あるいはautocrine
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的影響の存在を示唆したもので、医学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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